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第１章 基本計画策定の趣旨 

 

１ 基本計画策定の趣旨 

 

本村では、これまで「東海村公園墓地須和間霊園（以下，須和間霊園）」の運

営を行うとともに、村内の民間墓地の経営許可など、墓地運営等にかかる適正な

管理に努めてまいりました。 

しかしながら、本格的な少子高齢化社会の到来、核家族化の進展など、社会情

勢は大きく変化しており、令和５年８月に実施した「お墓に対する村民意識調査

アンケート」の結果においては、村民の墓地に対する価値観は多様化しているこ

とが伺えます。 

今後は、村民の墓地形式に対する意識の変化やニーズ等を踏まえ、安心して利

用できるよう墓地を適切に供給していくことが必要になります。 

須和間霊園の抱える様々な課題等を捉え、墓地の適切な供給に向け、将来の墓

地需要の推計等を行いながら、家族等が管理・承継する従来型の墓地を維持しつ

つ、承継を必要としない合葬式墓地を新たに整備するため、「東海村合葬式墓地

整備基本計画」を策定するものです。 
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第２章 須和間霊園を取り巻く現況と課題 

 

１ 東海村の人口動態 

 

（１）人口及び世帯数の推移 

 本村の人口は、２０２３年で３７,８３７人となっており、直近５年間におい

てほぼ横ばいで推移しています。 

 世帯数は、２０１５年の１４,４９４世帯から２０２３年には１６,０２３世

帯と増加傾向にあるのに対し、平均世帯人数は、ここ５年間で約２.５人から約

２.３人と減少しています。 

 

 
出典：茨城県常住人口調査、国勢調査 
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（２）死亡者数及び高齢化率の推移 

 本村の死亡者数は年々増加しており、この３０年間で約２倍となり年間約４

００人となっています。 

 高齢化率は２００９年には２０％、２０１８年には２５％に達し上昇傾向に

あります。今後も進展する高齢化により死亡者数の増加が予想されます。 

 

 

出典：茨城県常住人口調査、国勢調査 
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（３）将来人口及び高齢化率の推計 

 国立社会保障・人口問題研究所の推計によると、２０３５年には、本村の将来

人口は３５，０００人を割り込み、３４,４２１人（２０１３年比９.３％減）と

なり、高齢化率は３１.１％（２０１３年比８.８％増）になると予測されていま

す。 

 

 

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」 
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２ 須和間霊園の現況 

（１）概要 

所在地 東海村大字須和間１１３４番地１ 

面 積 ８２,７２３．８７㎡ 

供用開始 平成７年 

 

（２）供給状況 

種別 区画 面積 使用料 管理料３年分 総区画数 許可区画数 

芝生型 Ｍ 2.5㎡ 375,000円 11,250円 80 80 

自由型 Ｈ・Ｍ 3.0㎡ 450,000円 9,000円 404 219 

和 型 Ｄ・Ｊ 4.0㎡ 590,000円 12,000円 310 234 

洋 型 Ｅ・Ｊ・Ｎ・Ｏ 4.0㎡ 590,000円 12,000円 706 642 

自由型 Ｐ 4.0㎡ 590,000円 12,000円 40 39 

和 型 Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｇ・Ｈ・Ｊ 5.0㎡ 710,000円 15,000円 977 810 

洋 型 Ｆ・Ｋ 5.0㎡ 710,000円 15,000円 287 282 

自由型 L 5.0㎡ 710,000円 15,000円 335 214 

自由型 Ｍ 7.5㎡ 1,065,000円 22,500円 4 3 

自由型 M 10.0㎡ 1,400,000円 30,000円 4 3 

計  ― ― ― 3,167 2,526 

              ※上記以外に貸付を行っていない和型 5㎡が 238区画あります。 

              ※使用料は、本村に住所または本籍を有する場合の料金です。 
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（３）新規件数・返還件数の推移 

須和間霊園の墓所の新規購入件数は、年々減少傾向にある一方で、返還件数

は増加傾向にあります。今後は、返還件数が新規購入件数を上回ることが予想

されます。 

 

 

 

（４）返還の理由 

須和間霊園の墓所の返還理由については、永代供養等を含む他の墓地に移す

ためや、承継者がいないこと等が増えてきており、今後さらに、墓地の承継者

が減少していくと予想されます。 

 

年度 他墓地使用 永代供養 承継者なし 不要 遠方･転居 計 

令和元年 １件 １件 ４件 ７件 ３件 １６件 

令和２年 ３件 １件 ３件 １０件 １件 １８件 

令和３年 ７件 ２件 ６件 ０件 １件 １６件 

令和４年 ９件 ４件 ６件 １件 １件 ２１件 

令和５年 ３件 ４件 ９件 ２件 １件 １９件 
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（５）歳入・歳出の推移 

 須和間霊園の管理運営事業収支について、歳入は年々減少傾向にある一方

で、歳出は増加傾向にあります。新規購入者数が減少し、返還者数の増加に伴

い償還金の支出が増大していることが要因となっており、今後、返還件数が新

規件数を上回ることにより、歳出超過となることが予想されます。 

 

※ 墓地管理手数料は３年に一度徴収するため、年度により歳入額に増減が

生じます。 

 

（６）財源確保の取り組み 

 須和間霊園の村営化以降、以下のとおり基金への積立、使用者資格の範囲拡

大、区画の小面積化、和型から洋型・自由型への種別変更等を行う等、独立採

算を維持するための財源確保の取り組みを行ってきました。 

年 月 取 り組 み内 容 

平成１６年３月 ・財団法人東海村開発公社解散に伴い村営化（特別会計） 

平成１７年４月 ・緑化基金造成 

平成２０年４月 ・特別会計から一般会計化 

平成２８年４月 ・緑化基金積立廃止、公園墓地基金造成 

平成２９年４月 
・Ｊブロック一部を５㎡和型から４㎡和型に変更 

・Ｍブロック一部を２.５㎡芝生型から３㎡自由型に変更 

令和２年４月 

・隣接する市町村に住所を有する方へ使用者資格を拡大 

 （ひたちなか市・那珂市・日立市） 

・Ｈブロック一部を５㎡和型から３㎡自由型に変更 

・Ｊブロック一部を４㎡和型から４㎡洋型にタイプ変更 

令和３年４月 ・Ｌブロックを和型から自由型にタイプ変更 

0
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３ 墓地に関するアンケート調査の分析 

 

 村民の方々の墓地に対する意識やニーズを把握し、今後の村営墓地のあり方

の参考とするため「お墓に対する意識調査アンケート」を実施しました。 

 

 

 

  

（１）単純集計 

 

問１.あなたの年代を教えてください。（全員） 

 

   ※回答者の年齢は、４０代が２３.６％で最も多く、次いで５０代が２２.５％となって

います。 

 

 

 

 

8.1%

17.5%

23.6%

22.5%

14.6%

13.8%

20代以下 30代 40代 50代 60代 70代以上

◼ 調査対象：満１８歳以上の東海村民 

◼ 調査方法： ＷＥＢフォーム及びアンケート用紙 

（各コミュニティーセンター、総合福祉センター「絆」、図書館に設置） 

◼ 調査期間：令和５年８月１０日～令和５年９月３日 

◼ 回 答 者：８３６人 
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 問２.あなたの世帯構成を教えてください。（全員） 

 

※世帯構成は、「二世代同居（親と子など）」が４９.１％と最も多く、次いで「夫婦のみ

の世帯」が３０.５％となっています。 

 

 

 

 問３.あなたは現在お墓をお持ちですか。（全員） 

 

※「お墓を持っている」と回答した方が４８.１％、「お墓を持っていない」と回答した方

が５１.９％でおおよそ５割ずつになっています。 

 

 

13.9%

30.5%
49.1%

4.6%

1.9%

単身世帯 夫婦のみの世帯 二世代同居（親と子など） 三世代同居（親と子と孫など） その他

48.1%
51.9%

お墓を持っている お墓を持っていない
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 問４.あなたはお墓の取得を希望していますか。（全員） 

 

 ※お墓の取得を「希望している」と回答した方が２６.２％、「希望していない」と回答

した方が７９.８％で約８割となっています。 

 

 

 

 問５.あなたがお墓の取得を希望している理由を教えてください。 

（問４で「希望している」と回答した方のみ） 

 

※問４で、お墓の取得を希望していると回答した方の取得希望理由は、「遺骨はない

が、将来のために取得したい」と回答された方が６１.１％と最も多くなっています。 

20.2%

79.8%

希望している 希望していない

10.8%

61.1%

21.0%

7.2%

納骨する遺骨があるため取得したい 遺骨はないが、将来のために取得したい

他のお墓から移す（改葬する）ために取得したい その他
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 問６.あなたが取得したいお墓の種類は次のうちどれですか。 

（問４で「希望している」と回答した方のみ） 

 

 ※問４でお墓の取得を希望していると回答した方の取得希望種類は、「東海村公営

墓地」と回答した方が４９.７％と最も多く、次いで「わからない、特にこだわらない」と

回答した方が３５.２％となっています。 

 

 問７.あなたが取得したいお墓の形式は次のうちどれですか。 

（問４で「希望している」と回答した方のみ） 

 

 ※問４でお墓の取得を希望していると回答した方の取得希望形式は、「納骨堂」が

３０.１％と最も多く、次いで「従来型のお墓」と回答した方が２５.９％となっています。 

49.7%

2.4%

3.6%
1.2%

7.9%

35.2%

東海村公営墓地 村外の公営墓地 宗教法人墓地

公益法人墓地 共同墓地 わからない、特にこだわらない

25.9%

18.7%

30.1%

19.3%

6.0%

従来型のお墓 合葬式のお墓 納骨堂 特にこだわらない その他
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 問８.あなたがお墓の取得を希望していない理由は次のうちどれですか。 

    （問４で「希望していない」と回答した方のみ） 

 

 ※問４で取得を希望していないと回答した方の取得を希望しない理由は、「ご自身

の代以前から引継いだ（引継ぐ）お墓があるため」が５７.４％で最も多く、次いで「お

墓は必要ないと考えているため」が２０.５％となっています。 

 

問９.あなたは「合葬式のお墓」または「納骨堂」を利用したいと思いますか。（全員） 

 

 ※「合葬式のお墓」または「納骨堂」の利用については、「合葬式のお墓を利用した

い」（１４.１％）、「納骨堂を利用したい」（１４.６％）、「合葬式のお墓または納骨堂の

どちらかを利用したい」（２７.７％）を合計すると、５６.４％で半分以上の方が利用し

たいと回答しています。 

15.6%

57.4%

20.5%

6.5%

ご自身で取得したお墓があるため

ご自身の代以前から引継いだ（引継ぐ）お墓があるため

お墓は必要ないと考えているため

その他

14.1%

14.6%

27.7%

33.5%

10.0%

合葬式のお墓を利用したい
納骨堂を利用したい
合葬式のお墓または納骨堂のどちらかを利用したい
利用したくない
その他
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問１０.あなたが利用したいと思う理由を教えてください。（複数回答） 

    （問９で「利用したい」と回答した方のみ） 

 

 ※「合葬式のお墓」または「納骨堂」を利用したい理由は、「家族等に管理等で負担

をかけたくない」と回答した方が７５.８％と最も多く、次いで「お墓を引継ぐ者がいな

い」が３５.１％となっています。 

 

 問１１.あなたは、村営の「合葬式のお墓」または「納骨堂」は必要だと思いますか。  

（全員） 

 

  ※村営の「合葬式のお墓」または「納骨堂」について、「必要だと思う」と回答した方

が５０.７％で最も多く、「どちらかといえば必要だと思う」（３３.５％）と回答した方を合

計すると８４.２％で約８割５分となっています。 

35.1%

75.8%

21.9%

1.1%

お墓を引継ぐ者がいない 家族等に管理等で負担をかけたくない

従来型のお墓より費用負担が少ない その他

50.7%

33.5%

8.3%

7.5%

必要だと思う どちらかといえば必要だと思う

どちらかといえば必要ないと思う 必要ないと思う
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（２）クロス集計 

 

ア 年代×「合葬式のお墓」または「納骨堂」の利用希望 

 

 

イ 年代×村営の「合葬式のお墓」または「納骨堂」の必要性 

 

※「合葬式のお墓」または「納骨堂」を「利用したい」と回答した割合と、村営の「合葬

式のお墓」または「納骨堂」が「必要だと思う」「どちらかといえば必要だと思う」と回答

した割合は、年代が高いほど高くなっています。 

11.8%

4.8%

8.5%

10.3%

18.9%

36.5%

10.3%

12.3%

12.2%

15.8%

15.6%

19.1%

30.9%

29.5%

33.0%

24.1%

25.4%

20.9%

41.2%

41.8%

36.7%

31.5%

30.3%

16.5%

5.9%

11.6%

14.4%

10.8%

9.0%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20代以下

30代

40代

50代

60代

70代以上

合葬式のお墓を利用したい

納骨堂を利用したい

合葬式のお墓または納骨堂のどちらかを利用したい

利用したくない

その他

33.8%

39.0%

43.1%

42.9%

68.9%

77.4%

41.2%

39.0%

41.0%

36.9%

22.1%

12.2%

16.2%

11.0%

12.8%

4.4%

4.1%

3.5%

8.8%

11.0%

8.0%

7.4%

4.1%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20代以下

30代

40代

50代

60代

70代以上

必要だと思う どちらかといえば必要だと思う

どちらかといえば必要ないと思う 必要ないと思う
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ウ 世帯構成×「合葬式のお墓」または「納骨堂」の利用希望 

 

 

エ 世帯構成×村営の「合葬式のお墓」または「納骨堂」の必要性 

 

※「合葬式のお墓」または「納骨堂」を「利用したい」と回答した割合は、単身世帯や 

夫婦のみの世帯で高く、村営の「合葬式のお墓」または「納骨堂」が「必要だと思う」

「どちらかといえば必要だと思う」と回答した割合は、夫婦のみの世帯で最も高くなっ

ています。 

12.1%

19.2%

11.0%

15.8%

12.5%

17.2%

13.3%

14.6%

13.2%

12.5%

26.7%

29.0%

26.8%

26.3%

31.3%

33.6%

30.2%

34.4%

39.5%

37.5%

7.8%

7.1%

12.9%

5.3%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単身世帯

夫婦のみの世帯

二世代同居（親と子など）

三世代同居（親と子と孫など）

その他

合葬式のお墓を利用したい

納骨堂を利用したい

合葬式のお墓または納骨堂のどちらかを利用したい

利用したくない

その他

50.0%

60.0%

44.9%

44.7%

50.0%

31.0%

24.3%

39.0%

39.5%

31.3%

6.9%

9.0%

8.3%

7.9%

6.3%

10.3%

6.3%

7.1%

7.9%

12.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

単身世帯

夫婦のみの世帯

二世代同居（親と子など）

三世代同居（親と子と孫など）

その他

必要だと思う どちらかといえば必要だと思う

どちらかといえば必要ないと思う 必要ないと思う
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アンケート結果のまとめ 

 

（１）村営墓地に対するニーズについて 

  墓地取得にあたっては、「宗教法人墓地」等の民営墓地を希望する人が、１

２．７％に留まる一方で、「村営墓地」を希望する人は４９．７％と最も高く、

運営主体が村という安心感等から需要が集まっているものと考えられます。 

  なお、「村営墓地」取得希望者に、「わからない・特にこだわらない」と回答

した割合を加えると８４．９％になることから、「村営墓地」に対する潜在的

な需要は高まるものと推測されます。 

 

（２）墓地の形態について 

  今後、取得したい墓地の形式については、「合葬式の墓」・「納骨堂」を希望

する人が、４８．８％と最も高くなっており、その背景には、継承者に対する

問題・課題等があると考えられます。  

  一方で「従来型の墓地」を希望する人は、２５．９％となっており、先祖代々

受け継いでいくこれまでの形式を望む人が一定数いることが分かります。 

 

（３）合葬式の墓・納骨堂の利用について 

  「合葬式の墓」・「納骨堂」の利用意向については、５６．４％が「利用した

い」と回答しています。 

  理由については、「家族等に管理等で負担をかけたくない」・「お墓を引継ぐ

者がいない、お墓を管理してくれる人がいない」等の回答が７５．８％となっ

ており、将来において継承者にかかる負担や不安等を感じていることが分か

ります。 

 

（４）村営による、合葬式の墓・納骨堂の必要性について 

  村営による「合葬式の墓」・「納骨堂」の必要性については、「必要だと思う」・

「どちらかといえば必要だと思う」と回答した人が、合わせて８４．２％と８

割を超えています。 

  「必要だと思う」と回答した人を年齢別にみると、４０代及び５０代は４割

代ですが、６０代で６割、７０代で７割と年齢が高くなるにつれ、必要性を感

じる割合が増加する傾向にあります。さらに世帯別にみると、特に単身世帯や

夫婦のみの世帯割合が高い傾向にあります。 
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４ 墓地需要の推計 

 

将来的に必要となる墓地の数を把握するため、本計画における本村の墓地需

要数の推計を行います。 

 

（１）需要予測の方法 

墓地の取得意向や定住意向を考慮しており、実態に即した墓地需要の推計方

式である大阪府方式※を用います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 死亡者数  

国立社会保障・人口問題研究所の「日本の地域別将来推計人口」における

本村の数値を用い、将来人口に死亡率（＝１－生残率）を乗じて推計しま

す。  

 

イ 定着志向係数（本村に定住する意向を持つ人の割合）  

シティプロモーションを推進していくに当たり、令和４年１２月に実施し

た「シティプロモーションに関するアンケート調査」から、これからも東海

村に住み続けたいと回答した人の割合（８６.７％）とします。 

  

ウ 傍系世帯率（分家して新たに墓地を必要とする世帯の割合）  

令和２年国勢調査をもとに、第２子以降の子どもの数を世帯数で除した割

合（２４.５％）とします。  

 

エ 墓地需要率（墓地の取得を希望する人の割合） 

令和５年８月に実施した「お墓に対する意識調査アンケート」から、お墓

の取得を希望している人の割合（２０.２％）とします。 

              （ア）       （イ）            (ウ)        （エ） 

◇墓地需要数＝死亡者数×定着志向係数×（傍系世帯率＋墓地需要率）÷２ 

～大阪府方式とは～  昭和４０年 大阪府土木部が高橋理喜男氏（大阪府立大学農学部講

師、当時）に取りまとめを委託した、「墓地現況調査報告書」において提案された方法で、こ

れまで墓地の需要予測方式の中で最も一般的に使用されている。 

 現在の居住地域の定住性（定着志向係数）を基準とし、墳墓の所有状況と将来の墳墓等の

取得意思（墓地需要率）、さらに核家族化の進展と１家族が１墓所を必要とするという考え方

を考慮して、分家していく割合（傍系世帯率）を用いた手法。 

第２章 須和間霊園を取り巻く現況と課題 
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（２）墓地需要の推計 

 本村の墓地需要数の算定結果は以下のとおりです。令和８年から令和２７年

までの墓地需要数の累計値は、１,７８４件となります。 

 １年あたり、平均して９０件の需要が発生し続ける見込みとなります。 

 

年 
死亡者数 

（推定） 

定着 

志向率 

傍系 

世帯率 

墓地 

需要率 

墓地 

必要数 
年平均 累計 

R8 ～12 2,225  

0.867 0.245 0.202 

431 86 431 

R13～17 2,323 450 90 881 

R18～22 2,334 452 90 1,333 

R23～27 2,329 451 90 1,784 

 

 令和８から令和２７年までの２０年間における本村全体の墓地需要は１,７８

４件であり、「お墓に対する意識調査アンケート」の結果により、村営墓地の

潜在的需要が８４.９％であることから、村営墓地の長期的な需要は、約１,５

１５件となることが見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）２０年間の長期的村営墓地需要数に対する供給必要数 

令和８年から令和２７年までの２０年間における、長期的村営墓地需要数が

１,５１５件であることから、「お墓に対する意識調査アンケート」の結果

（「合葬式のお墓」または「納骨堂」を希望する人：約４９％）を踏まえ、新

形式墓地約７４０体分を供給する必要があると推測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

◇村営墓地需要数 （２０年間） 

１,７８４（件） × ８４.９（％）＝約１,５１５件 

第２章 須和間霊園を取り巻く現況と課題 
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第３章 整備基本方針 

 

１ 須和間霊園の整備コンセプト 

お墓に対する意識調査アンケート結果により、新たな墓地形式の導入の必要

性が伺えたことから、従来の墓地形式を維持しつつ、多様化する村民ニーズや

社会情勢の変化に対応するため、次の整備コンセプトを定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 須和間霊園の整備基本方針 

整備コンセプトのもと、以下の３つの基本方針を定め、整備を推進します。 

 

（１）墓地の無縁化防止  

従来型墓地利用者に承継者がなく、将来無縁化が予想される場合に、あらか

じめ墓じまいをし、新たな形式の墓地に改葬できるようにするなど、無縁化防

止策を実施します。 

 

（２）多様な形式の墓地の整備  

承継者がいない方、加齢等により墓地の管理が大変になったと考える方、子

どもや孫に負担をかけたくないと考える方などの不安を解消するため、承継者

がいなくても安心して利用できる新たな形式の墓地を整備することにより、村

民ニーズの多様化に対応します。  

 

（３）須和間霊園管理運営の健全化 

須和間霊園では、施設利用者が管理にかかる費用を負担する受益者負担の考

えのもと、引き続き独立採算を維持し、墓所永代使用料及び墓地管理手数料に

よる長期的かつ安定的な管理運営を行います。 
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３ 新たに導入する墓地の整備形式 

整備コンセプトに基づき、承継や個人で管理する必要がなく、従来型墓地と

比べ費用を安価に抑えることができる以下の３つの形式から比較検討します。 

 

比較検討した結果、本村では、施設の整備費用及び維持管理費用等が高額と

なる、一定期間個別埋蔵する納骨室は設けず、遺骨を納骨袋に入れ、直接カロ

ートへ埋蔵する合葬式墓地を採用し、利用者の負担を軽減します。

第３章 整備基本方針 

イメージ

埋蔵後の遺骨取り出し不可

施設整備費用 ▲ 建屋・納骨室建設の初期整備が必要 ○
合葬墓（カロート等）・モニュメントの
初期整備が必要

◎ 区画割等の初期整備が必要

施設管理費用 ▲ 施設管理が必要（建物・空調・照明等） ◎ 特になし ▲ 樹木管理・除草管理が必要

遺骨管理 ▲ 必要 ◎ 不要 ◎ 不要

敷地等の確保 ▲

敷地（スペース）に関する課題はない
が、納骨室を地下に整備する場合に
は、地盤・地質等の影響を受ける可能
性あり

◎
敷地（スペース）や整備に関する課題は
なし

▲ 植樹スペースの確保が課題

●納骨壇への納骨数が限られる ●既製カロートに、多くの遺骨を納骨
することが可能

●遺骨を土に還すため、周辺環境への
配慮が必要

●多数の樹木を植樹するスペースの
確保が必要

●施設管理・遺骨管理が必要となり、
Bと比べ維持管理費用が高額となる
（＝利用者の負担が大きくなる）

●管理が容易で、A・Cに比べ維持
管理費用を抑えられる
（＝利用者の負担が抑えられる）

●樹木管理・除草管理が必要となり、
Bと比べ維持管理費用が高額となる
（＝利用者の負担が大きくなる）

総合評価 ▲ ◎ ▲

墓地の特徴

① 一定期間個別に、骨壺のままロッカー
式の納骨壇に埋蔵
 
② 一定期間経過後、遺骨を骨壺から納骨
袋に入替え、合葬式墓地に埋蔵

 遺骨を納骨袋に入れ、※カロートに埋蔵

  ※カロート…遺骨を安置するための空間

区画に穴を掘り、土に遺骨を直接埋蔵し、
墓標として樹木を植樹

合葬式墓地への埋蔵前であれば、遺骨の
取り出しが可能

　　  埋蔵後の遺骨取り出し不可

Ａ：納骨室 Ｂ：合葬式墓地 Ｃ：樹木葬
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第４章 整備基本計画 

 

１ 合葬式墓地の整備場所 

整備計画地については、公園墓地を構成する施設として既存の墓地と一体的

な管理運営を行うとともに、早期の整備を図るため、須和間霊園内未使用ブロッ

クであるＩ区画（１,８８９㎡）とします。 

 
 

■合葬式墓地計画地現況 

 

計画地 

第４章 整備基本計画 
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２ 合葬式墓地の施設計画 

 

（１）合葬式墓地の仕様 

合葬式墓地の仕様は、整備費用及び維持管理費用を抑えることができ、地中

に埋蔵することにより土に還るイメージのある、地中埋込カロート型を採用し

ます。 

  

 ■合葬式墓地（地中埋込カロート型）イメージ  

      

 

 

  

       

 

 
       

  

         

  

  

 

   

 

   

        

        

 

 

 

 

■記名板 

【既製マンホール】 

〇マンホール寸法 2.0ｍ×2.0ｍ  

 

【合葬式墓地規模】 

〇面積：半径 5ｍとして 78.5㎡ ■参拝所 

１０ｍ程度 

焼香・献花台    

墓地建設のコンセプト（イメージ） 

➢ カロートは既製マンホールを使用 

➢ マンホールに、１体ずつ骨壺から納骨袋へ移し替えて埋蔵 

➢ 合葬式墓地中心部にモニュメントを設置し、慰霊のシンボルとする 

➢ シンボルは、樹木など自然物ではなく、途絶える心配のない人工物とする 

➢ モニュメントは宗教色を排除し、球体を基調とする等シンプルなものとする 

➢ 合葬式墓地の前面に焼香台及び献花台を設置 

➢ 参拝所は、利用者が天候によらず参拝できるよう屋根付きの施設とする 

➢ 記名板を設置 

 

 

第４章 整備基本計画 

■納骨袋イメージ 

モニュメントを配置 
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            ■合葬式墓地全景イメージ 

                           

 

 

            ■合葬式墓地断面イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ■記名板イメージ           ■記名板刻字イメージ 

出典：八戸市ホームページ 

第４章 整備基本計画 

東海 太郎 
1955.3.31～2024.4.29 
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（２）合葬式墓地の整備規模 

 合葬式墓地は、限られた用地で多くの需要に対応することが可能であることか

ら、事業費及び長期的墓地需要のバランスを踏まえた効率的な整備に努める必

要があります。このため、令和８年から令和２７年までの２０年間の長期的な新

形式墓地需要数を踏まえ、墓じまい後の改葬や村外在住者が利用する可能性を

考慮し、１,５００体を基本として合葬式墓地を整備します。 

※１ 須和間霊園における新規申込者の割合が村内６５％に対し村外３５％より算出。 

※２ 村内年間改葬件数のうち「お墓に対する意識調査アンケート」結果から４８.８％

が合葬式墓地への改葬と想定し算出（２０年間）。 

 

令和８年から令和２７年までの２０年間の長期的な従来型墓地需要数は、「お

墓に対する意識調査アンケート」の結果（「従来型のお墓」を希望する人：約２

６％）約４００件となっており、合葬式墓地を整備することで従来型墓地が不足

することはないと見込まれます。 

 

 

３ 合葬式墓地の整備期間 

 

 

 

 

  

 

  合葬式墓地の整備にあたっては、初年度に基本設計及び実施設計を行い計画

の具現化を図り、その翌年度に整備工事を行います。なお、工事と並行し、墓地

の販売価格等についても十分検討のうえ、条例改正等のソフト面についても整

備し供用開始を目指します。 

村内における新規 

新形式墓地への需要数 

村外における新規 

新形式墓地への需要数 

村内・村外における改葬 

新形式墓地への需要数 

７４０体 ４００体※1  ３６０体※2 

合計需要数（合葬式墓地整備規模） １,５００体 

 １カ年 ２カ年 ３カ年 

整備工事 設計                工事着手     完了 

供用開始 
販売計画 価格等  

条例改正       改正 

第４章 整備基本計画 
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４ 須和間霊園管理運営事業収支 

 

（１）合葬式墓地の使用料の算定 

 合葬式墓地の使用料は、焼骨１体あたりの料金とし、設計費・工事費、維持管

理費や収蔵規模を踏まえ算出することとします。 

 また、村外対象者の方については、村内の方より使用料を高めに設定し、村内

の需要数を圧迫しない範囲で受付することとします。 

 

 

（２）須和間霊園管理運営事業収支 

 合葬式墓地を整備することにより、年々減少傾向にある永代使用料の歳入を増

やすとともに、年々増加傾向にある償還金の歳出を減らし、現状のままでは歳出

超過となることが予想される須和間霊園管理運営事業の健全化を図ります。 

 合葬式墓地の整備前と整備後を比較した須和間霊園管理運営事業収支見込は

次のとおりです。 

 

 

※ 従来型墓地の管理手数料は３年に一度徴収するため、年度により歳入額に

増減が生じます。 

※ 合葬式墓地整備後は一時的に返還件数が増え、償還金の歳出が増加するこ

とが予想されますが、その後は償還金の歳出を抑制できると考えられます。 

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

25,000,000

30,000,000

a年 ｂ年 ｃ年 ｄ年 e年 f年 ｇ年

整備前 整備後

須和間霊園管理運営事業収支

歳出（現状維持） 歳出（合葬式墓地整備）

歳入（現状維持） 歳入（合葬式墓地整備）

減少

一時的に増加 

第４章 整備基本計画 
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第５章 合葬式墓地の他市町村事例 

 

 茨城県内で合葬式墓地を整備、運用している市町村の状況は次のとおりです。 

 

１ 高萩霊園合葬式墓地（高萩市） 

供用開始時期 令和２年度 

埋蔵方法 
骨壷をロッカー式の納骨壇に収める納骨室（使用期

間２０年）、遺骨を袋に入れ合葬埋蔵する合葬室 

規模・収容数 納骨室２５２体、合葬室１,０００体 

永代使用料 
納骨室１２５,０００円、合葬室３７,０００円 

  ※市営霊園一般墓地の使用者は半額 

申請資格 

⚫ 市内に引き続き１年以上住所を有する方 

  ※生前申込の場合は、かつ６５歳以上の方 

⚫ 死亡時において市内に引き続き１年以上住所を

有していた方の遺骨を埋蔵しようとする方 

納骨室 

  

 

第５章 合葬式墓地の他市町村事例 

合葬室 
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 ２ 日立鞍掛山霊園合葬式墓地（日立市） 

供用開始時期 令和元年度 

埋蔵方法 
骨壷をロッカー式の納骨壇に収める納骨室（使用期

間２０年）、遺骨を袋に入れ合葬埋蔵する合葬室 

規模・収容数 納骨室１,５００体、合葬室４,０００体 

永代使用料 
納骨室１１０,０００円、合葬室５０,０００円 

  ※市営霊園一般墓地の使用者は半額 

申請資格 

⚫ 市内に引き続き１年以上住所を有する方 

※生前申込の場合は、かつ６５歳以上の方 

⚫ 市営霊園（東平・鞍掛山・入野・十王・成沢）使

用者で、現在使用している墓所を返還する方 

  

３ 浜見台霊園合葬式墓地（水戸市） 

供用開始時期 令和５年度 

埋蔵方法 
合葬室の中に棚を設け、納骨袋及び納骨箱に収めた

遺骨を並べて安置 

規模・収容数 ２,５００体 

永代使用料 ７０,０００円 

申請資格 ⚫ 市内に引き続き１年以上を有する方 

第５章 合葬式墓地の他市町村事例 



 

28 

 

４ 大洗町営合葬墓地（大洗町） 

供用開始時期 平成２９年度 

埋蔵方法 
骨壷を納骨棚に収める納骨室（使用許可日から１５

年）、遺骨をまとめて地下に合祀埋蔵する合祀室 

規模・収容数 納骨室１７４体、合祀室１,０００体 

永代使用料 納骨室８４,０００円、合祀室３２,０００円 

申請資格 

⚫ 町内に引き続き１年以上住所を有する方 

⚫ 死亡時において町内に引き続き１年以上住所を

有していた方の遺骨を埋蔵しようとする方 

⚫ 町営墓地使用者で、承継者がおらず現在使用して

いる墓所を返還する方 

   

 

５ 清水丘聖地霊園第二霊園樹林葬墓地（境町・五霞町・坂東市・古河市） 

供用開始時期 令和５年度 

埋蔵方法 樹木下の合葬室に遺骨を袋に入れ合葬埋蔵 

規模・収容数 １０,０００体 

永代使用料 ８５,０００円 

申請資格 

⚫ 管内に６か月以上引き続き住所を有する方で、本

人または世帯員が清水丘聖地霊園の使用許可を

受けていない方 

   

第５章 合葬式墓地の他市町村事例 


